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松戸市議会議員、原ゆうじ市政レポート 

今年６月の市長選、１１月の市議会議員選挙で原ゆうじが訴えました学校給食の無償化ですが、

急転直下！県からの補助金も出来、補正予算が可決！１月から一部導入されることになりました。 

学校給食無償化の内容は？  ２人以上の子を扶養するご家庭で 

① 年齢が上から２番目の子⇒学校給食費の半額  

② 年齢が上から３番目の子⇒学校給食の全額無償（松戸市立小学校・中学校在籍者のみ） 

実施期間は？ 当面令和５年１月から３月末までが決定しました。その後も継続される見通しです。

どのくらいお金はかかる？市の財政負担額は？  

今回の無償化対象の児童生徒数の見込

みは、右表の通りです。 

これにより学校給食負担金の見込みは 

合計 12,577 万円ですが、千葉県からの

補助金 3,092 万円見込まれ、 

（半額の第 2子 7,306 万円＋全額の第 3子以降 5,271 万円）－県補助金 3,092 万円＝9,485 万円！ 

この額は３か月間分ですので、年間では、約 4億円弱の市負担額が生じることが予想されます。 

原ゆうじの考え！ 千葉県からの補助金が続くことが前提ですが、給食無償化は続けるべきと思

っています。その場合、年４億円弱の費用が必要ですが、無駄を省く行政改革進めるのはもちろんの

こと、現在松戸市が進めようとしている費用対効果が疑問視される大型開発（新松戸駅東口開発＋快

速列車停車事業、市役所の移転事業など）の見直しなどで財源の捻出を進めるべきと考えます。 

借金が増えている現実を見つめれば、多額な費用がかかる事業より、未来を見据え子供たちのために

お金を使うべきと思います。松戸は真の「子育てNO、1のまち」を目指すべきと訴えてまいります。 

 

原ゆうじの考え＝売却反対！ 公立、民間を含めた病院存続、未来の高塚のまちづくり用地とし

ての活用を考えても跡地売却はあり得ないと思います。又、学校予定地への児童相談所建設により地

９月２６日議会最終日、新拠点ゾーン内にある        ↓新拠点ゾーン概略図 

市役所移転候補地 8,745 ㎡（右下図①、国有地）を、約２７億円から１１億円増額し、約３８億円と

して購入する補正予算案を議会は賛成多数で可決、 

今年度中の土地購入が決まってしまいました。 

 全児童・生徒 対象第 2子 対象第 3子以降 

小学校   22,686 人 6,177 人 2,589 人 

中学校 10,854 人 3,707 人 1,029 人 

合計 33,540 人 9,884 人 3,618 人 

（原ゆうじのプロフィール） 

１９６５年松戸生まれ  
上本郷小、松戸六中、立教
高校、立教大学理学部化学
科卒。長瀬産業（商社）勤
務を経て家業のベーカリー
店を継ぐH22 年市議初当
選、以降、４期連続当選 
R4、市長選挙惜敗 
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どうなる？上本郷市立病院跡地

活用！ヤオコー主催説明会開催 
解体が続く旧上本郷市立病院ですが、跡地を購入した株式会社ヤオコー主催による説明会が

行われます。いつオープンするのか？義務付けられている医療機関（５００㎡以上）はどうなるのか？ 

土壌汚染の除去状況はどうなっているのか？心配される渋滞対策は？などなど気になる方は是非、ご

参加ください！    以下は、（株）ヤオコーからの説明会開催のご案内です。 

 


